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（工学部 建築学科） 
 

解答時間 １２０分 
 

 

 

注 意 事 項 

 

１． 問題冊子は、監督者が「解答始め」の指示をするまで開かないこと。 

 

２． 問題冊子は、表紙を含めて全部で 6 ページである。脱落のあった場合に

は申し出ること。 

 

３． 解答用紙（3 枚）及び下書き用紙（2 枚）は別に配付する。脱落のある場

合には申し出ること。 

 

４． 解答開始後ただちに、すべての解答用紙の所定欄に、受験番号を丁寧に記

入すること。 

 

５． 解答は、すべて解答用紙の所定欄に記入すること。 

 

６． 解答に字数の制限があるときは、句読点や記号も含めて数えること。 

 

７． 解答以外のことを書いたときは、該当箇所の解答を無効とするときがあ

る。 

 

８． 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい。 

 

９． 解答終了後、配付された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子及び下

書き用紙は持ち帰ること。 

 

１０．本試験問題の一部あるいは全部について、いかなる方法においても複写・

複製など、著作権法上で規定された権利を侵害する行為を行うことは禁

じられています。 

 

  

学校推薦型選抜 
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第 1問（２５点） 

以下の文中に描写されているシェアハウス小助川の「共同のリビング」の空間、

およびある休日の夕方、そこに入居者 6 人（18 歳女性：大学生、18 歳女性：書

店員、19 歳男性：酒屋アルバイト店員、22 歳女性：幼稚園教諭、37 歳男性：レ

ストランウエイター、40 歳女性：歯科衛生士）が居合わせたときの過ごし方を

想像し、そのイメージを視覚的表現手段（絵、イラスト、スケッチ、マンガ、間

取り図･平面図･断面図･透視図などの図、あるいはそれらの組み合わせ）を用い

て、第三者が理解できるよう描写しなさい。補足的に文字による説明や入居者間

の会話等を加えてもよい。

この問いは、空間描写や人物描写を正確に描くことだけを評価するものでは

ない。あなたが文中から読み取って想像する「共同のリビング」の空間とそこで

の過ごし方のユニークさやそれを第三者に伝えるために用いた表現方法のユニ

ークさも評価する。 

 

 

 

（中略） 
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（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 
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「荻窪シェアハウス小助川」（小路幸也著、新潮社）より抜粋 








